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やなことそっとミュート写真集＋DVD vol.２

　    Duality　～3rd　anniversary　　           

ヤなことそっとミュートの「これまで」と「これから」を綴った

　　写真＆50,000字インタビュー！インストCD付き！！
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──体調は大丈夫ですか？
なでしこ（以下N）：喘息持ちなんですよ。でもこ
こまで酷くなったのは高校生の頃以来です。今年に
入ってから咳をずっとしていて、声が出なくなった
りした時もありました。ワンマンが直前に迫っても
全然落ち着いてくれなくて。これはまずいなって思
いながらZeppワンマン当日を迎えたんです。
──では、その「THE GATE」の本番ステージも、喘
息の症状を抱えながら立ってたってことですか？全
然分からなかったです！
N：そうなんですよォ。なんか結構、力技で乗り
切った感があって。でも調子悪くても、精神的には
落ち着いていました。本番中に「ダメだ」って気持
ちが落ちたりはしなかったです。調子を考えながら、
咳や喉の感じを調節したりして。万全の状態で出来
なかったのはもちろん悔しいんですけど、でも冷静
に判断できるようになったんだなっていうのが分
かったので結果良かったかな。自分の成長を確認で
きる良い機会だったのかもしれないって捉えていま
す。
──それは確かにすごい成長！　頼もしいです。
ちょっと休んで、最近は復帰されて。
N：はい。喘息は段々良くはなっているんですけ
ど、先月末には胃腸炎にもなってしまって（笑）。ラ
イブ飛ばしちゃって、申し訳ないし悔しかったです。
もう～、なんなんですかね。
──季節の変わり目ですしね。焦らず治してくださ
い。それ以外で「THE GATE」の思い出とかありま
すか。
N：体力ついてきたなという実感は、赤坂blitzでの
セカンドワンマンライブ「echose」の時からあっ
たんですけど。それよりも更に、体力面では自信が
つきました。筋トレを基礎から教えてくださってい
る先生がいて、プログラムも課題もメンバー個人で
違うんですけど、それをずっと続けてやっています。
この「やってる」って感じも自信に繋がっているん
だろうなって感じがします。具体的に効果がでて、
身体が軽く、思うように動かせるようになりました。
全然まだまだなんですけど手応えがずっとあります
ね。
──以前は身体が硬いのが悩みだとおっしゃってい
ましたけど。
N：ああ、その頃とは全然違います（笑）。特に踊っ
ている時とか、すごく分かります。

──なでしこさんはアイドルになるぞ！って前のグ
ループを経てヤナミューになった方ですけど、特に
リーダーとか、そういった訳でもなく。
N：そうですね（笑）。そういうタイプでは絶対無い
ですし。
──そういうものを必要としてるグループでもない
ですよね。どうですか、3年目で、グループとして何
か変化は感じますか？
N：自分たちが、ですか？　単純にワンマン前とかは
特に練習する量も増えたし、それに伴って自分に向
き会う時間も増えたので、以前より余裕が生まれて、
グループのまとまりは出てきたかもしれないです。
──なでしこさん個人としてのアイドル歴は？
N：今年でもう5年目になります。前に所属してい
たグループが10月に結成したので、今年の10月で
アイドル5年目です、5歳です（笑）。
──すごい！どうでしょう、始めた時は5年もやる
なんて想像できていました？　バリバリやってやる
ぜ！って感じでしたかね。
N：「20歳超えても続けているかな？」っていうの
はありましたよ。20歳越えたらやりたくないとい
うことではなくて、やっぱり20歳、成人するってい
うのは一つの壁と思っていました。まだ今も20代
前半なので、そんなに変わらないといえば変わらな
いのかもしれませんけど。その壁を越えられて良
かったな。
──どうですか？　今のアイドルシーンとか。
N：私が中高生時代にステージを観て憧れていた方
たちだったり、アイドルというジャンルは、もう最
近世代交代というか徐々に変わってきている、違う
ものになってきているなって感じはします。学生の
頃に好きで観ていたアイドルグループさん達はもう、
ほとんど解散されていたり卒業されたりってしてい
るので。
──今やそれをファン側からでは無く、内側から見
ているっていう状況ですもんね。ちょっとまた違う
感覚でしょうか。
N：結構前の話になりますけど、BELLRING少女
ハートさんの解散はショックでしたね。オーディ
ションに応募したきっかけだったりとか、ヤナ
ミューの結成にも大きな影響がありますし、すごく
好きな憧れのグループでしたから。つまり、ベル
ハーさんが居なかったら、今の私は無いんです。そ
のくらい憧れているからこそ、追いつきたいって
ずっと目標にしていくつもりでした。なのに追いつ
く前に居なくなってしまった。なんで？って、なっ
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R：そうですね、私は雪の上に寝なきゃいけなかっ
たから、もう全身に雪が滲みてきてしまって、凍え
きっていました。途中でカッパを着てそれを防ぐよ
うにしてもらったんですけど、ちょっと映っちゃっ
ていた気がします（笑）。いざ撮影ってなったら脱
ぐ予定だったんですけど、あまりにも過酷だったの
で気を使って貰って。探してみるといいかも？　ふ
ふふ。
──ストーリー的にも意味深な感じでしたが。
R：まにさんの呼吸で一瞬止まるところとか…。完
成版を観て、すごく綺麗だなって思いました。
──なかなか難しい役どころでしたよね、言葉にす
るのは。心臓掴まれましたよ、いきなり観たこっち
の身としては（笑）
R：ペンションの方々も協力して下さったり。寒
かったですけど楽しく撮影できました。
──そういえば、「ルーブルの空」のMVでも、レナ
さんはなんか重要な役どころでしたよね。鍵を…。
R：取ったりしていましたね～、まにさんを救うた
めの鍵を（笑）。でも、私はそんな大事な役どころ
だ！って構えたりはしてないです。そもそも台本や
絵コンテありきだし、誰がどんなことをするのかっ

R：でも私、笑い声がすっごく汚いらしいですよ。
──え？！なんだそりゃ、どういうことです？
R：引き笑いとか、吐き笑いとか…。なんか特徴的
らしくてクラスメイトに真似されたりして、よくか
らかわれていました。笑い声の大きさによってなん
か変わったりするみたいです。そうなんだ？！と
思って、意識して変えるようにもしているんですけ
ど、それでもなんだか「気持ち悪い！」って笑われ
て（笑）。私が笑うと友達が真似するんです。良い
意味でよくイジられていました。何かツボに入って
爆笑しちゃうと変な声が出ちゃうのかなあ。
──そうですかあ…。是非そこまでのレベルで笑わ

ていうのも決まっているので。でも歌詞は読み込ん
だりして意味を考えたり想像したりだとか、そうい
うことはしていますよ。
── Zeppでのワンマン「THE GATE」の時、久々
にヤナミューを観に来たっていう知人が、レナさん
の成長に一番驚いたって言っていましたよ！「前ま
では後ろに引っ込んでいた印象のメンバーだったの
に、あんなに前へ出てパフォーマンスできるように
なったんだね」って。
R：えええ、そんな…。でも嬉しいです。進化をし
なきゃ、変化をしなきゃっていうのは常に考えてい
るので。小さな目標はもちろん設定したりはします。
でもそれは単なる通過点に過ぎないというか。昔か
ら最終形態のようなものは決めないように心掛けて
いるんです。
──ちょっと、なんだか…すごいレベルアップして
いますよ？！ちゃんと自分のことを言えるように
なってる！
R：えっ、えっ！　そうですか…。やった、レベル
がちょっと上がりましたかね（笑）
──元々の声質も綺麗ですしね。花に喩えるならす
ずらんのような…とでも言いましょうか…。

せてみたいですね（笑）。ダンスにも、最近力を入れ
始めたと聞きましたが。
R：個人レッスンが増えてきました。私の場合は、
先生にわざわざ静岡まで来て貰っていたんですよ。
2週間に1回、4時間くらい？　日によってまちまち
でしたが。他のメンバーは、週1で入っていたみた
いですけど、私は中々時間がとれなかったので短期
集中でやってもらっていました。あとは筋トレと
か。体幹のほうも鍛えたりとかも、やり方を教えて
もらってコツコツ続けて。体力ついてきたかな？っ
て思っています。
──やっぱり基礎は大切なんですね。どんどんス
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──そんな中でもダンスはお好きなんですよね。
M：はい。上手い下手は別として、やっぱりダンス
は好きです。
──例えば、振り付け作ってくださいって言われた
ら出来る感じですか？
M：必要に迫られて無理をすれば（笑）。自発的に
振り付けをつくりたい、みたいな発想は今のところ
無いですね。宝塚受験の時にそういう試験があった
りもしたので、「はい、こっからは即興で、フリーで
踊ってアピールして下さい！」っていうのが来た時
用の対策はずっと練って練習していました。小さい
頃からダンスを習ってきていて、いつ頃からかは忘
れちゃったんですけど、こうやったらカッコよく見
えるんじゃないかとか、肩をもっとこう入れたら見
映えがするんじゃないかとか、そういうのを考えた
り「工夫が出来るようになったら、より楽しくなっ
たなあ」って感覚は覚えていますよ。
──まにさんは特に、本番中は、鬼気迫るすごい表
情でパフォーマンスをしていますよね。あんまりア
イドルさんの感じじゃないですよね、怪物じみてい

──アツいですね…！！！そういう気持ちが表情
にまで出ているのかもしれませんよね、納得です！
「Stain」はMVも素敵でしたけど、ライブでは踊ら
ないで歌う曲ですよね。逆に印象的なステージに
なっていると思います。
M：嬉しいです、それ私が提案したんですよ！　
「THE GATE」に関しては、当初の予定では『ユモレ
スカ』の曲がほとんどセットリストに入ってなくて。
実際にやった半分もなかったんです。でも9曲も発
表しているのに「あの曲やらなかったあ」なんてお
客さんに思って欲しくないじゃないですか。最初
「uronos」すら入ってなかったんですよ。それはダ
メでしょ！って。でも運営さん的にはスケジュール
の都合もあるし、振り入れの時間もあんまり無いか
ら仕方ないって感じだったんです。「THE GATE」
が終わったら徐々にライブでやれるようにしてい
こう、みたいな感じで進んでいきそうで。でも出
来るだけやれる曲は増やしたかった。だから、例え
ば「Stain」とかは、ちょっとアコースティックなイ
メージで振り付け無しでっていうのはどうですか？　
みんなが良ければって、まずはメンバーに聞いて。
いいかもねってなったんで、それで運営さんにも提

るというか（笑）。でも、ヤナミューさんの雰囲気に
は必要な要素かと思います。とても魅力的です。
M：ファンの方に撮っていただいた写真を見るとす
ごい顔してますよね。あんな顔ばっかりしています
かね？ (笑 )。ヤナミューには気楽な曲が少ないか
ら気付くとああなっちゃうだけです。曲に入り込む
とぐちゃぐちゃになるって感じです。でもかっこよ
く踊りたいっていうのは昔から常にあります。高校
がダンス部だったんですが、ちょっと変わったルー
ルのある部だったんです。…舞台っぽい？っていう
のかな、単純に踊るだけじゃなくて、役割がそれぞ
れあるんですね。主役がいて、私はずっとその二番
手のポジションだったんです。上手い下手で決め
られた順位ではなく、単なるポジションなんで、別
に気にしなきゃいいのかもしれません、でも「主役
を食ってやる！」って気概でやっていました。本当
にハードな部活だったし宝塚の受験も大変でした
けど培ったものはとても大きいです。これも「なぎ
倒す」じゃないですけど、私意外と負けず嫌いなの
かもしれないです (笑 )目立ちたいっていうのとも
ちょっと違くて、ステージ上では役割とか関係なく、
一番魅力的でありたい！

案したら向こうもそういう演出も考えていたみたい
で。おお、じゃあそれでいこうってなりました。
──へえ！それは裏話ですね！
M：「Stain」だったらそういう新しいチャレンジを
してみてもいけるんじゃないかと思っていました。
丁度良かったな。とにかく沢山曲をお披露目した
いって気持ちがあったんです。『ユモレスカ』が出
た時のファンの方々のリアクションがとても良かっ
たんですよ。＃1、＃２、＃３って出る度に、みんな
「また新しいヤナミューの感じがみられた！」とか
「自分はあの曲が好きだ！」とかTwitterでも書いて
いてくれてたり、それぞれお気に入りの曲があるの
が分かって。ほんとに一曲一曲違う良さがあると
思うし、曲として私も好きなので、すごく嬉しかっ
たです。なのに「自分の推し曲はワンマンでやらな
かったな～」ってなるの、そんな消化不良なこと無
いじゃないですか、そういう反応を見ていてより一
層思いました。
──スゴイじゃないですか。ファンの皆さんの期待
に応えようって、自ら提案して…。
M：そりゃそうですよ！　そういうところは特に
ちゃんと応えたいです。
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９０年代を彷彿とさせるクオリティの高いグランジ、オルタナティブサウンド
と激しいダンスで魅せる 4人組アイドルグループ「ヤなことそっとミュート」。

今年６～７月に活動３周年を迎える彼女達が、その活動を記念するべく写真集
「Duality ～３rd anniversary」を発売する事が決定。今回の写真集は、「ヤな
ことそっとミュート」としては２冊目の写真集となる。

７月７日には「ヤなことそっとミュート 3rd アニバーサリー」ワンマンライブ
が赤坂マイナビBLITZ で開催されるが、写真集にはそこで発売される予定の新
曲CDのインスト音源が付録としてついてくる。さらに４人の５万字インタビュ
ーも掲載され、彼女達の「これまで」と「これから」が綴られた、ファンにと
っても初心者にとっても読み応えのある一冊となっている。


